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【地震による液状化現象と対策工法】 

液状化発生地域での現地調査や，液

状化による被害を軽減するための対

策工法に関する研究を行っていま

す．図１に示す模型振動実験では，

住宅模型の周りに丸太を打設するこ

とで，液状化による地盤の沈下や住

宅の傾斜が軽減されました． 

【地域防災力向上に関する調査】 

地盤の液状化により家屋が大きく

傾斜した場合（写真１），住人に健

康障害が生じ，住み続けることがで

きなくなります． 

今後起こりうる様々な災害から

人々の暮らしを守るための社会基

盤づくりを，福井県を対象として行

います．地域防災力の向上を目的と

し，現地調査・アンケート調査・避

難シミュレーション等を地域住民

のみなさんの意見を取り入れなが

ら進めていきます． 

 

【ライフライン被害が医療機

能に及ぼす影響】 

地震・台風等によりライフ

ライン被害が生じた地域を

対象にアンケート調査を行

い，停電および断水が医療機

能に及ぼした影響レベルを

評価します．自家発電機等の

有無や容量と被害の関係を

分析し，医療機能の復旧とラ

イフライン代替設備の関係

を明らかにします． 

2016年熊本地震・2018 年北

海道胆振東部地震・令和元年

度台風 15 号等の過去の災害

による被害を分析し，ライフ

ライン機能被害時に医療機

能を維持するための有効な

対策を提案します． 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

【産官学共同研究】 

・平面道路液状化対策工におけるFLIP解析 

【地域社会で行った活動等】 

・防災士育成講座での講師（ライフライン・交通インフラの確保） 

・地方自治体および自主防災組織による防災訓練での講習会 

・小中学生を対象とした工作教室『家庭で学べるぼうサイエンス～手作り実験で再現する地震被害～』 

               『パスタで橋を作ろう！』 

 

 

 
図１ 対策工法の実験概要 

写真１ 傾斜した家屋(液状化) 
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